
 
 

保育者養成における手作り楽器とドラムサークルの可能性 
――音楽遊びを創造的に展開する保育者の育成を目指して―― 

 

安田 美央 
 

要旨 
本稿は,子どもの音楽遊びを創造的に展開する保育者の育成を目指す観点から,

手作り楽器とドラムサークルの可能性を探ることを目的とし,２年間のゼミナール

活動報告を踏まえて学生の姿や記述をもとに検討する。まず手作り楽器の活動で

は,素材の特徴と向き合いながら試行錯誤を重ねて音への気づきを生み出すことが

重要である。そして,ドラムサークル・ファシリテーションの体験では,表現におけ

る音楽的要素の変化を認める声かけや,身体の動きで表現をガイドすることが音を

介したコミュニケーションとなりうるという学びにつながった。このように,試行

錯誤の機会や,子どもの個性を認める保育者の表現は,子どもの音楽遊びにおける

自由な表現を引き出すことを可能にする。 
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1. はじめに 
 幼児教育の基本は,環境を通して行う指導と,
遊びを通して行う指導である。現行の幼稚園

教育要領解説では,音楽に関わる活動で大切な

のは,「正しい発声や音程で歌うことや楽器を

正しく上手に演奏することではなく,幼児自ら

が音や音楽で十分遊び,表現する楽しさを味わ

うことである」1と示されている。 
ここで重要なのは, 要領解説でしばしば「自

分なり」という文言が用いられていることで

ある。幼児は,感じたことや考えたことを音や

動きなどを「自分なりの」方法で表現する。2

そして,その自分の素朴な表現が教師や他の幼

児から受け止められる体験の中で,表現する喜

びを感じ,表現への意欲を高めていく。3つまり,
                                                        
1 文部科学省(2018)『幼稚園教育要領解説』
p.240 
2 同,p238 
3 同,p.245 

遊びの中にある音楽的な表現に子どもの個性

がどのように発露されているのかを検討し,そ
の個性の発露としての素朴な表現を受け止め

ようとする姿勢が,保育者に求められていると

いえよう。 
吉永(2006)は,保育の場でマーチング活動を

当然行うものと捉えている現状を問題視する。

吉永の問いは,大人が求める華やかで完成され

た表現が,子どもの育ちにつながっているのか

という問いであり,幼児が指導者のみに向き合

い,その活動には音楽が存在していないように

思われる問題や,子ども達の音楽的な成長を深

く考えた上で活動を選択する必要があるとい

う問題である。4幼児期の音楽的な育ちに必要

な活動はどのようなものなのか,子ども達の様

4 吉永早苗(2006)「幼児期のマーチングバン

ド活動に関する考察−その是非を問う」『音楽

教育実践ジャーナル』vol.3 no.2 pp.6-15 
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子や社会の実情を踏まえて検討し,多様な活動

の中から的確に選択していく大切さは言うま

でもない。 
また今川(2011)は,音楽と造形の専門家によ

る共同実践を挙げ,子ども達が製作した造形作

品を音や音楽を介したコミュニケーションに

展開する実践の報告と考察を行っている。そ

こでは,造形や音を含めた人やモノとの多様な

相互作用としての遊びが,子どもの身体感覚や

身体反応と深く結びついている姿が紹介され

ている。この実践は,幼稚園教育要領における

領域「表現」が音楽や美術,体育といった教科

を合体した概念ではなく,幼児の総合的経験＝

遊びに芽生える学びを保育者の側において理

解し系統だてる見取りの窓口と捉えているこ

とが前提となっている。5領域「表現」を音楽

教育の専門家としてどのように捉えるべきか

について,重要な示唆を与えている。 
 さて,幼児教育や学校教育におけるドラムサ

ークルは,これまで様々に実践が行われ,その

効果について検証されてきた。論文として報

告されている実践を以下に挙げる。まず,長谷
川,三原(2017)は,保育士資格の取得を希望する

学生等を対象にファシリテーター養成研修を

行い,対象の学生とともに保育園や幼稚園での

ドラムサークルの実践を報告している。そこ

で明らかにされたのは,学生が指導ではなくフ

ァシリテーションという立場で関わることで,
子どもの感受性や非言語でのコミュニケーシ

ョンの豊かさに気づく機会となったという効

果である。6また,両氏(2019)は小中学生の親子

                                                        
5 今川恭子(2011)「幼稚園における音楽と造

形の共同プロジェクト「身体から始まる表

現」」『音楽教育実践ジャーナル』vol.8,no.2 
pp.30-37 
6 長谷川万由美,三原典子(2017)「幼児教育に

おけるドラムサークルの効果と課題」『宇都

宮大学教育学部教育実践紀要』第3
号,pp,273-276 
7 長谷川万由美,三原典子(2019)「講座『なら

を対象にした公開講座において,楽器の理解の

ための講義とドラムサークルの講座も実施し

ている。7そこで報告されたのは,音や楽器の理

解と体験を結びつける講座が,様々な学習意欲

へを引き出す可能性である。さらに西田(2012)
は,小学生を対象に手作り楽器とドラムサーク

ルを組み合わせた活動の実践を報告し,保護者

や子どもの感想を紹介しながら意義を明らか

にしている。8 
筆者はこれらの実践報告を踏まえ即興的な

音楽遊びの活動について検討を重ねながら,学
生指導や地域活動に生かしてきた。そして,音
楽とそれ以外の分野が結びついた幼児期の活

動や,保育者養成におけるドラムサークルの可

能性をさらに掘り下げる課題を感じている。

そこで本稿は,手作り楽器とドラムサークルを

結びつけたゼミナール活動の実践を報告する。

そして,それを踏まえて子どもが周囲の大人や

他の幼児と表現を認め合いながら音楽的な遊

びを展開する可能性を探る。子どもの遊びの

中で展開される自由な表現を引き出すには,ど
のような見方や考え方をしていけば良いのだ

ろうか。保育の場にふさわしい音楽表現とは

どのようなものなのかについて多角的に考え

る保育者を育成するために,子どもをあるがま

まに捉え,子どもの中にある音楽を引き出す活

動について,活動実践に見られた学生の姿や記

述を元に検討する。 
 
1) 手作り楽器の意義 
手作り楽器は,現行の幼稚園教育要領解説で

そう！たたこう！世界の楽器』-ドラムサーク

ルをより楽しむための楽器教育の試み」『宇

都宮大学教育学部教育実践紀要』第6
号,pp.331-335 
8 西田治(2012)「附属小学校第4学年におけ

るドラムサークルの実践-附属小学校,保護者,
大学の連携-」『長崎大学教育実践総合センタ

ー紀要』,11,pp.247-257 

- 14 -



 安田美央：保育者養成における手作り楽器とドラムサークルの可能性 
――音楽遊びを創造的に展開する保育者の育成を目指して―― 

 
 

も取り上げられている。そこではいろいろな

素材に親しみ,工夫して遊ぶことが内容として

掲げられ,例として紙の空き箱をたたいて音を

出すことが挙げられている。9１つの素材につ

いていろいろな使い方をすることにより,その

素材の特性を知り,やがてはそれを生かした使

い方に気づいていく。 
また,ドイツの音楽教育家であり作曲家であ

るカール・オルフは,楽器を素材から作ること

の意義として,「簡易な楽器を自ら作ることは,
音への認識と感覚を深めるためである」とい

っている。10子どもは五感を駆使して身の回り

のものと関わりながら,音への関心や感覚を育

てていくのである。 
以上のように,子ども達が楽器を作る過程で

試行錯誤を重ねながら,素材に関わる多様な体

験を積むことは,子ども達の音色へのこだわり

や愛着を引き出すために重要な活動であると

いえる。そして,表現の幅を広げ,表現する意欲

や想像力を育てるという意味でも非常に有効

である。このように,手作り楽器の活動を,音楽

の指導における自由な表現を引き出す方法の

一つとして捉えている。 
  
2)ドラムサークルとは 
 ドラムサークルは,グループで即興的に打楽

器を叩き,音楽をつくりだす活動で,「ドラム」

は世界の打楽器全般を,「サークル」は輪にな

ることを意味する。輪になり打楽器を即興的

に鳴らし合うという極めて原始的かつシンプ

ルな音楽的な試みで,近年アメリカを中心に広

                                                        
9 文部科学省(2018)『幼稚園教育要領解

説』,p.239 
10 星野圭朗(1979)『オルフ・シュールベルク

理論とその実際-日本語を出発点として』全

音楽譜出版社,p.50 
11 狩谷美穂(2011)「コミュニティー音楽療法

の一環としてのドラムサークル実践の可能

性」『広島文化学園大学学芸学部紀要』

(1),pp.55-56 
12本稿では,膜鳴楽器全般を「タイコ」とカタ

まっている能動的集団打楽器演奏活動と定義

されている。11ドラムサークルは演奏のスキル

や完成度を追い求める演奏スタイルではなく,
個々の参加者が自分らしい表現を行い,その集

団の調和や一体感を楽しむ目的をもつ。全体

が一体になるようにファシリテーターと呼ば

れる人が参加者一人ひとりの表現を引き出し,
打楽器を輪になって鳴らし,即興的な音楽的コ

ミュニケーションをする試みは,他者との非言

語的な関わりを生み出すという特徴を読み取

ることができる。 
 ドラムサークルで主に使用される楽器の種

類には,大小異なる様々なタイコ12類(ジェンベ,
コンガ,フレームドラムなど)やその他の小物

楽器(シェイカー,マラカス,クラベスなど)等が

挙げられる。その他,バケツや缶を手で叩いた

り,台所用品や手作り楽器を用いたりする方法

もある。 
 以上のように,どのような参加者も気軽に楽

しめる特徴をもつドラムサークルであるが,そ
れらを円滑に進行する役割をもつのがファシ

リテーターである。ファシリテートとは,「物
事を容易にする」という意味をもち,すべての

参加者ができるだけ簡単に楽しく参加できる

ようにしながら全体を音楽的成功へと導くこ

とである。13ファシリテートをする人はファシ

リテーターと呼ばれ,参加者が緊張感やプレッ

シャーから解放されて気持ちよく楽しめるよ

うにガイドする役割をもつ。表情や体全体の

動きで参加者の音色を引き出していき,さらに

は音の一体感を作り出す。一見,指揮者のよう

カナで表記する。日本では,「太鼓」は和太

鼓を連想し, 「ドラム」はバンド等で使用さ

れるドラムセットと解釈する方が多いためで

ある。この方針は,佐々木薫(2008)『ファシリ

テーターの在り方-エンパワーメント・ドラ

ムサークル』株式会社エー・ティー・エ

ヌ,p.12にのっとっている。 
13 佐々木薫(2008)『ファシリテーターの在り

方-エンパワーメント・ドラムサークル』株

式会社エー・ティー・エヌ,p.20 
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な役割にも見えるが,指揮者とは全く異なる目

的をもち,案内人のような役割を果たす。14 
 ドラムサークルの目的は,お互いの音を聴き

合う活動を通して,お互いに尊重し協調し合う

ことにある。つまり, 練習を重ね,美しく完成

度の高い音楽を創り出して聴衆の前で演奏す

ることを目的としない。そこでは参加者全員

が一つのコミュニティーとなり, 一人一人が

他者の音を聴き,互いに音楽的な刺激を受けな

がら自己表現を行う。さらに,演奏中は聴こえ

てくる他者の音に調和するか否かは個人の選

択に任されるが,調和しないからといって間違

っている表現とは捉えず,その時その場でしか

出せない表現として大切に受け止める。さら

に狩谷(2011)がドラムサークルを個人的な音

楽表現を行いながらも集団の中で役割を果た

しているという帰属感を感じることを可能に

する15と述べ,障害のある方を対象に活動を展

開する可能性を明らかにしているように,バリ

アフリーな音楽活動という意味で音楽療法の

一環としても注目を集めている。 
 このような特徴をもつドラムサークルをフ

ァシリテーターという立場で体験することは,
保育者として幼児期の自由な表現を認める姿

勢を育成する上で重要な意義をもつといえよ

う。 
 
2. 実践の概要 
1)平成30年度ゼミナール活動「オトノワ大作
戦！-つくってつくって,ならしてならして−」 
事例として取り上げる「オトノワ大作戦！−

つくってつくって,ならしてならして−」は,平
成30年度八戸市学生まちづくり助成金を得て,
ゼミナール所属学生11名が音の遊びのイベン

トをまちなかで企画・運営したものである。企

画を立ち上げることになったきっかけは,八戸
                                                        
14 飯田和子/石川武/菊本るり子/メアリー・

クニッシュ(2014)『はじめてのドラムサーク

ル-教師と指導者のための実践ガイド』,音楽

之友社,p.8 

市中心街のまちなか広場「マチニワ」がこの年

に建設・運用開始された経緯にある。この施設

で何かできないかという筆者の働きかけから,
子ども向けイベントを企画・運営することと

なった。 
 
①学生による企画・立案 
助成金の獲得に向け,学生は幼児の遊びの場

の創造にふさわしい目的や内容について話し

合い,事業計画を立案した。学生が作成した企

画書の一部を以下に示す。 
 

 
八戸市学生まちづくり助成金事業計画書より 

 

そして,文献を読みながら話し合いを重ね,
ドラムサークルの内容と,ファシリテーション

の方法について理解を深めた。使用した文献

15 狩谷美穂(2011)「コミュニティー音楽療法

の一環としてのドラムサークル実践の可能

性」『広島文化学園大学学芸学部紀要』

(1),p.57 

事業の目的 

・幼児の感性を働かせる遊びの場を作

る。 

・地域の子ども達の社会性を育む。 

・のびのびと自分らしく表現する喜び

を子ども達に感じてもらう。 

事業の内容 

・手作り楽器や音遊びの研究を行い,地

域でのワークショップに活かす。 

・マチニワでのイベント「オトノワ大作

戦」の実施 

期待される効果 

・子ども達の健やかな遊びの場が創造

される。 

・子ども達にとって音楽がより身近に

なる。 

・多くの人がマチニワの魅力を発見・認

識する。 
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は『はじめてのドラムサークル-教師と指導者

のための実践ガイド』18である。２年生３名は,
本著を読み進めながらドラムサークルの理念

や,必要とされる技能などについて学びを深め

つつ,自分たちの企画で大切にしたいことにつ

いて話し合いを重ねた。話し合いでは参考図

書に示された活動実践19に注目し,本格的な楽

器がない状況で,手作り楽器や台所用品を用い

ることも可能だということに気づき,企画に取

り入れることとした。 
また,この年に建設・使用開始された八戸市

中心街のまちなか広場「マチニワ」の活用を目

指すワークショップに参加し,企画を掘り下げ

ていった。さらに,八戸市中心街で行われた子

ども向けイベントに参加することで,イベント

運営において留意したいことについて検討し

た。 
これらの活動を元に,宣伝リーフレットの作

成にあたり,地域の子ども達や保護者の方々に

向けてのメッセージを話し合った。その結果,
本イベントに参加した親子が,家庭に帰っても

手軽に音の遊びを楽しんでもらうため,材料は

身近にあるものを用いることにした。さらに，

この活動の意義をわかりやすく伝え,子ども達

だけでなく保護者の方にとっても楽しい企画

を目指すことが大切だと考えた。 
 

 
 「オトノワ大作戦！つくってつくって,ならしてならして」

宣伝リーフレットより 

 

                                                        
18 飯田/石川/菊本/メアリー・クニッシュ＝ 
(2014),音楽之友社 

 
 「オトノワ大作戦！つくってつくって,ならしてならして」

宣伝リーフレットより 

 

２年生３名が話し合いを重ねた結果,安全な

環境で安心して遊べる場づくりを目指すこと

や,子ども達の表現をよりのびのびと引き出す

ことを目標にした。 
 
②手作り楽器の検討 
保育の場で手作り楽器の活動をするとき,そ

の飾り付けや見た目などに力を注ぐという声

は少なくない。しかし,そのことに疑問を感じ

た学生(平成30年度２年生３名)は,手作り楽器

で大切なのは,その成果物ではなく,素材の特

徴を捉えることや,音色をよく聴いて吟味する

ことだと楽器の作り方の検討を通じて考えた。

そこで,材料を多くの中から選択できるように

環境設定する工夫を考案した。 
活動では,振って音のなるシェイカーを主と

した。中に入れる材料は,豆類３種(大豆,小豆,
黒豆),米,マカロニ５種(形や大きさの異なるも

の),ビーズ(プラスチックや木),貝殻,鈴(大,中,
小),クリップなど,活動できる広さに応じて材

料を用意した。 
 

19 同,p.30 

おともだちのみなさんへ。こんにち

は,はじめまして。がっきをつくったり,
おとをならしたりしてみんなでいっし

ょにたのしくあそぶよ。おにいさん,お
ねえさんがみんなでまってるよ〜!! 

私たちは,「子ども達の幼児期にふさ

わしい表現を引き出したい」「のびのび

と表現する喜びを感じてもらいたい」と

いう想いで活動しています。新しくでき

た「マチニワ」で,子ども達の健やかな

遊びの場を企画いたしましたので,ぜひ

お子様と一緒にお越しください。今回

は,ゲストに三原典子さんをお迎えし

て,ドラムサークルと手作り楽器をコラ

ボします。保護者の方々も一緒に楽しん

でいただけると幸いです。 
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写真1：手作り楽器の素材 

 

 
写真2:トイカプセルのシェイカー 

 

  
写真３：泡立て器のシェイカー 

 

写真４:トイレットペーパーの芯で作るシェイカー 

 
例えば鈴と豆を一緒にヤクルトの容器に入

れてみるといったように中身の素材を組み合

わせたり,ヤクルトの容器からトイレットペー

パーの芯に変えてみたりなど,音を聴きながら

容器と中身の相性を自分なりに工夫しながら

試行錯誤を繰り返す過程が大事なのだと学生

は徐々に気づいていく。その気づきから,音を

よく聴きながら素材を選ぶように子ども達に

声をかけていた。 
そして,でき上がった手作り楽器で音を鳴ら

す活動により多くの時間をかけるため,短時間

で完成できるものを作ることにした。目安と

して制作時間は 15〜25 分ほど,手作り楽器を

鳴らす活動は 25〜40分ほどとした。子ども達

が音色への愛着をさらに深められるのを目指

し,様々な気づきが生まれるのを強く意識しな

がら計画を立案した。それは,他者が作った楽

器と自分の作った楽器との音色の違いや,同じ

楽器でも鳴らし方で音色が異なるという気づ

きである。また,複数の楽器を組み合わせて簡

単な即興アンサンブルを実施しながら,素材に

よって楽器の音色が異なることを実感してい

った。 
 
③ドラムサークル・ファシリテーションの体

験 
 マチニワでのイベント当日はゲストのファ

シリテーターに三原典子氏を迎えて, その日

に子ども達が自ら作った楽器を鳴らして遊ん

だ。2年生の学生３名はファシリテートを体験

した。 
三原氏によるファシリテートより始まり,鳴

らすリズムを参加者全員で模倣した。「お好き

にどうぞ。」の合図で,速いテンポで自由に鳴ら

した後,ゆったりした雰囲気から,徐々に速さ

を増した。速さの変化に合わせて,身体の揺れ

る子どももいた。三原氏が拍の流れに合わせ

て腕を大きく回すと,その動きに同調するよう

に,参加者の自由に叩く音の拍感も統一されて

いくように感じられた。 
その後,学生によるファシリテートを開始す

る。１人目の学生は,中央に立ち「１,２,お好き
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にどうぞ。」と掛け声の合図を出した。すると,
参加者は一斉に思い思いのリズムで自由に鳴

らし始めた。次に,拍節のない表現で手のひら

を上に向けたり下に下ろしたりして,強弱の変

化を身体の動きで表現すると,参加者もその合

図に合わせて身体を揺らしたり,音色に強弱の

変化をつけたりした。２人目の学生は,「１,２,
お好きにどうぞ。」で全体が自由に鳴らした後,
「１,２,３,４,ストップ。」の掛け声で静寂をつ

くりだす。腕を高く挙げ,身体を大きく広げる

と音色は力強さを増し,しゃがんで手を横に広

げると,音が小さくなった。合図を出しながら

も身体を回転させ,参加者全体の表情を見渡し

ていた。「まねしてください。」の掛け声の後,
いくつかのリズムを示し,参加者はそれを模倣

した。３人目は,円の中央に立つ前に戸惑う姿

が一瞬見られたが,三原氏の励ましの後で円の

中央に立つと,堂々と合図を出した。合図の通

りに止まったときに,参加者全体を見渡して

「素敵です。」と声をかけた。参加者全員の表

情を見渡しながら,単純なリズムと複雑なリズ

ムを交互に鳴らし,リズムを模倣する合図を出

し,参加者もそれに応じた。 
 再び三原氏が中央に立ち,拍節のない表現か

ら,一斉に鳴らす音の数を増やしていく。ファ

シリテーターが不在になった後も,拍の流れに

合わせた自由な演奏は続いた。 
再び学生によるファシリテーターが始まる。

拍節なく強弱の変化をつける合図を出した後,
リズムを示すと,参加者はそれを模倣した。そ

して,身体を大きく広げたり,小さく縮めたり

して強弱の変化をつける合図を出した。 
三原氏が一人の子どもを円の中央に招き入

れると,その子どもはリズムを示し,参加者が

模倣する。一人終わるごとに全体に拍手を求

め,褒め称えた。その後,「次にやってくれる人

はいるかな。」と三原氏が呼びかけると,次から

次へと,子どもが手を挙げて立候補し,８人の

子どもが順番に円の中央に立ち,リズムを示し,
それを参加者が模倣した。 

三原氏は最後に,「今日やったことは,リズム

で会話をしたんだよ。」と全体に声がけした。 
学生は,この日の活動を以下のように振り返っ

た。 
 

 
平成３０年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

  
2)令和元年度ゼミナール活動「オトノワ大作
戦！-タイコのリズムで心がはじける-」 
令和元年度は,八戸学院幼稚園,八戸学院聖

アンナ幼稚園,八戸学院第二しののめ幼稚園の

協力を得て,タイコ類やシェイカーなどの楽器

を充実させて活動を行った。 
 

 
写真5：ドラムサークルの楽器配置 

 
7月〜11月にかけ,5回の活動を行ったうち,

ここでは 11月に八戸学院幼稚園で 15名の預

かり保育の幼児を対象にドラムサークルを実

施した活動に注目する。 
 
①準備：環境構成とファシリテートの確認 
はじめに,学生と筆者とで環境構成をした。

タイコ,果物や野菜の形をしたシェイカー,サ
ウンドシェイプスなどを円形に並べた椅子に

ならす活動では 2 年生が三原先生に

協力していただきファシリテーターに

挑戦しました。実際にやってみて思った

ように動けない事もありましたが参加

してくださった方々が優しく受け止め

てくださり最後までやり遂げる事がで

きました。 
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配置した。学生達には,楽器の種類や奏法に応

じて音色が異なることを子ども達にも気づい

てもらうための環境構成を工夫する姿が見ら

れた。 
 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 

次に,以下のファシリテーション・キュー(合
図)20を確認した。 
・ランブル 
 叩く速さに制限はなく,参加者は自由に両手

で連続的に叩く。手を上下に運動させる。 
・ストップ 
 演奏を止める。手を頭上から横に大きく交

差させる。 
・スタート 
 「お好きにどうぞ。」と拍に乗った言葉のリ

ズムに気をつけて合図する。 
・ボリュームアップ・ダウン 
 「大きくどうぞ。」や「小さくどうぞ。」とい

うスタートの合図で始め,音の強弱を表す。

徐々に強くしたり小さくするには,身体を大き

く広げたり縮めたりする。強い音を誘うとき

は,手の平を上に向けて手を頭上にあげる。弱

い音を誘うときは手のひらを下に向けて身体

を縮める。 
・模倣 
「まねっこしてね。」と拍に乗って合図した

後,リズムを提示する。 
・アテンション・キュー 
自分がファシリテーターであることを認識

してもらうための,初対面の参加者への最初の

アプローチ。安心して表現できる場であるこ

                                                        
20 飯田和子/石川武/菊本るり子/メアリー・

クニッシュ(2014)『はじめてのドラムサーク

とと,「よろしくお願いします。」や「一緒に楽

しみましょう。」の気持ちを伝える。参加者全

員の目を見て,注目を集める。 
「今回のタイコ遊びの活動はどのような雰

囲気にしようか。」と筆者が問いかけると,「盛
り上がる感じ。」「楽しい雰囲気。」と学生が答

えた。「顔の表情も,そのイメージに合うように

しよう。」と声をかけると,緊張した面持ちの学

生達も,笑顔を心がけるようになった。 
筆者が幼児を呼ぶために退室すると,学生達

は,どのような順番でファシリテーターを務め

るか,どのようなリズムを打とうか,どんな表

情で出迎えるかなど打ち合わせを始めた。 
 
②活動の様子：学生によるファシリテーショ

ンと子どもの表現 
 間もなくして,筆者に案内された子ども達が

タイコを叩く学生達の姿を室外から窓越しに

覗いた。すると学生達は楽しい雰囲気や明る

い表情を心がけ,決まったリズムはなく自由な

表現で楽器を鳴らす姿を窓越しに子ども達に

見せた。筆者が子ども達と共に入室し,演奏を

止め,好きな楽器を選んで座るように子ども達

に声をかけると,子ども達は思い思いに試し打

ちをしながら楽器を選択していく。野菜の形

をしたシェイカーを鳴らして「なにこれー。」

と声をあげる子どももいれば,タイコを手のひ

らで叩いて音色を確かめる子どももいた。 
 楽器類の奏法を紹介すると,子ども達は思い

思いに楽器を鳴らした。筆者が「お好きにどう

ぞ。」と合図をすると,周りの音を聴かずに大き

な音で拍感なく叩いた。学生の自己紹介を交

えながら,拍節のない表現(ランブル)とストッ
プの合図を繰り返すと,徐々に合図に注目する

ようになった。拍節のない合図と拍節のある

表現,強弱の変化の合図などを交互に繰り返し

ていくうち,思い思いにならしていた子ども達

ル-教師と指導者のための実践ガイド』音楽

之友社,pp.10-15 

振る楽器・叩く楽器が被らないよう各

椅子の下に 2 種類の楽器を置き,鳴らし

て遊びました。 
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の中に,拍に乗りながら叩く姿が増えたり減っ

たりした。 
 拍感が統一され全体が調和し始めたところ

で,学生によるファシリテーションを開始した。

１人目の学生は,足踏みをして拍を示したあと,
足踏みで徐々に速くし,拍節のない表現(ラン

ブル)に変化させた後,両腕を大きく交差させ

てストップした。２人目は,「まねっこしてね。」

と合図した後にリズムを示し,単純なリズムか

ら少しずつ複雑なリズムへと展開した。示さ

れたリズムと同じように鳴らす子どももいれ

ば,異なるリズムを鳴らす子どもいた。「お好き

にどうぞ。」と合図をすると,拍感のない表現を

する子どもが数名いたが,拍に乗った身体の動

きを伴いながら表現する子どもが多い。３人

目の学生は,「大きくどうぞ。」と合図を出し,両
腕を頭上にあげた。すると,拍感のないリズム

で自由に叩いていたある子どもは,学生が拍に

合わせて首を上下する動きに合わせて大きな

音で叩き始めた。「１,２,３,４,ストップ。」の後

「小さくどうぞ。」と声をあげると,子ども達は

身体を縮ませながら楽器を鳴らした。中央に

立つ学生はその身体の動きの変化に同調する

ように,身体を縮めた。タイコの鼓面ではなく,
側面の方が小さな音がすると気づき,タイコの

いろいろな場所を手のひらや指先で叩いて音

色を確かめる子どもの姿があった。「お好きに

どうぞ。」と合図をした後は,お互いの叩く姿を

見ながら,リズムを同調させる子どもや,音を

大きくしたり小さくさせたりと強弱を変化さ

せようとする子ども,鼓面を手のひらでこすっ

て音を出す子どももいた。それぞれ思い思い

のリズムではあったが,この瞬間,お互いの表

現に目や耳を向ける子どもが増え,全体の調和

を学生が感じたように見えた。４人目の学生

は,「まねっこしてね。」と模倣の合図を出した。

２人目の学生と同様,はじめは単純なリズムか

                                                        
21 飯田和子/石川武/菊本るり子/メアリー・

クニッシュ(2014)『はじめてのドラムサーク

ら,徐々に複雑なリズムへと発展させるが,子
ども達の叩くリズムが自分と異なる時にはも

う一度同じリズムを繰り返したり,単純なリズ

ムを再び示したりと,子どもの様子を見ながら

リズムを工夫した。 
 「お好きにどうぞ。」の合図の後,ある子ども

が学生に対し,「これ,面白い音がするよ。」と話

しかけながらマンゴーの形をしたシェイカー

の音色をアピールしていた。筆者が輪の中央

に立ち,ストップの合図を出した後,その子ど

ものシェイカーの音色が残った。この子ども

は,合図に出遅れたか,故意に静寂の中で自分

の音色を目立たせようとしたのかはこの場で

はわからなかったが,合図に合わない表現をし

ていたことは確かである。しかし,ドラムサー

クルでは「間違い」という概念はない。どんな

演奏も全て,大切な「その時その人にしか出せ

ない」音なので,尊重して大切に扱う。21ほかの

場面では失敗と受け取られるような音や動作

も,新しいアイデアとして全体の表現に活かし

ていく。筆者はその考えから,全員でシェイカ

ーをもち,一人の子どもがシェイカーで鳴らす

リズムを全員で模倣するというのを,全員の子

どもにリズムを示させて繰り返した。 
筆者のファシリテートにより全体を演奏す

るパートと演奏しないパートに分けて聴き合

った後,再び,学生のファシリテーションを開

始した。どの学生も,前半よりも緊張が解け,子
ども全員の表情を笑顔で見渡していた。１人

目の学生は,模倣の合図から, 拍節のない表現

の合図を３回繰り返してストップした。２人

目の学生は,模倣を複数回繰り返した。前半の

時に示したリズムよりも単純に,子どもが模倣

しやすいリズムを心がけているように見受け

られた。３人目の学生は,「大きくどうぞ。」と

合図をして始めた後,身体を広げたり縮めたり

して強弱を表現した。前半よりも身体の動き

ル-教師と指導者のための実践ガイド』音楽

之友社,p.9 
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が大きくなり,わかりやすい身体表現をしよう

とする気持ちが読み取れた。４人目は,拍節の

ない表現の合図から,「まねっこしてね。」の声

がけの後,強弱の変化や音色の変化も織り交ぜ

ながら,様々なリズムを示した。 
活動の終盤は,深呼吸をしたり波の音を味わ

ったりとクールダウンをした後,学生がそれぞ

れ子ども達全体に向けて挨拶の言葉をかけた。

「今日楽しかったおともだちー。」と呼びかけ

ると,子ども達は拍手を表現するように,楽器

を思い思いに鳴らした。他にも,「今日はみん

なと一緒に楽器を叩けて楽しかったです。」,
「いろいろな楽器の音を聴かせてくれてあり

がとう。面白い音がたくさんで楽しかったで

す。」と学生から子ども達に言葉がかけられた。  
 

3. 実践から見えてきた成果と課題 
1) 音色への気づきや愛着を育む手作り楽器 
 幼児を対象とした手作り楽器の指導で大切

なのは,素材の組み合わせや素材の扱い方によ

って,音色が変化するという気づきを生み出す

ことである。手作り楽器の活動では,学生達は

「よく聴いてね。」「いい音だね。」など,子ども

達が音を聴きながら楽器を作れるように声を

かけていた。その言葉がけを何度も重ねるこ

とを通して,子ども達が作りたい音色を学生自

身も味わい,その音色の良さを認めながら支援

しようという気持ちが感じられた。 
手作り楽器の魅力は工作としての過程だけ

ではなく,その過程で変化していきながら完成

していく楽器の音色である。学生は,その気づ

きを以下のように振り返った。 
 

 
平成３０年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
平成３０年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
学生は,子ども達が自分たちの作る楽器の音

色を何度も試しながら工作する過程を「お気

に入りの音を探す」と表現した。平成30年度

の活動では,様々な楽器の音色を体験しつつ,
試行錯誤を重ねて楽器を作る過程が,子ども達

が音色への愛着を育んでいる姿へとつながる

実感があった。 
 さらに,令和元年度の活動では,試行錯誤を

重ねる環境構成への意識がさらに深まった。 
 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
 この課題意識の発端には,親子イベントの中

で保護者が「この音の方がいいよ。」「これとこ

れを組み合わせてごらん。」など,子どもが素材

の組み合わせを試すのを待てずに声かけをし

た姿への疑問にあった。それはつまり,大人の

用意した筋書きに子どもが従うように見え,子
どもは試行錯誤をしていないのではないかと

いう疑問である。この学生は,大人の求める表

現に子ども達の表現を近づけようとすること

はせず,教えずに気づきを待つことが大切だと

いうことをドラムサークルから学んでいた。

そして,子どもの遊びの中で音楽表現を引き出

すには,子ども一人ひとりがどう表現したいの

かをじっくりと見守りつつ,その表現の変化を

認める声かけが大切だということを実感して

いたのである。 

「材料が身近にある」「子供たちの安

全を守る」「自発的に活動しようとする

姿,意見を尊重しさまざまな音を経験さ

せる」ということを大切にしました。 

活動では,子ども達自身が容器や中身

を選んで自分のお気に入りの音が見つ

かるまで何度も試行錯誤を繰り返し,完

成させようとする姿が見られた。 

課題として気をつけた点は,子ども達

が楽器の音色を聴くことに集中して,子
ども一人一人が主体となりじっくりと

試行錯誤が出来る環境づくりでした。 

- 22 -



 安田美央：保育者養成における手作り楽器とドラムサークルの可能性 
――音楽遊びを創造的に展開する保育者の育成を目指して―― 

 
 

2) 音や音楽の自由な表現を引き出すドラムサ
ークル 
 学生にとって,即興的な音楽表現は難しく感

じられているようだ。簡単な打楽器を用いて

即興といっても何をすれば良いかといった反

応など,はじめは戸惑う姿が多かった。そこに

は,正解を強く求めようとするあまり,自由な

表現に抵抗があるという心理が働いているよ

うに見受けられた。そういった姿が見られた

ときには,いったんリズムを楽譜に表すなどし

て,自分の表すリズムを視覚で理解できるよう

に支援した。視覚的にリズムパターンを積み

重ねていき,はじめはA,B,Cしかなかったパタ

ーンを,D,E,F,と増やしていく。３択から１つ

のリズムを選ぶことから６択から１つのリズ

ムを選ぶことに発展できればそれは立派な即

興だと声をかけた。失敗と自分が感じたとし

ても,その表現さえも面白さや多様性として認

める観点が大切なので,失敗を恐れる必要はな

いと何度も伝えた。だが状況に応じてリズム

を作り出す演奏よりも,事前に筋書きが用意さ

れた予定調和の演奏の方が,学生にとって安心

するように見受けられた。 
しかしながら活動実践を積むうち,学生は自

分たちよりも,子ども達の方が柔軟で,自由な

表現への抵抗がないことを感じていった。そ

の姿に応えるように。子どもの出すリズムに

応じて即興的に表現する姿が徐々に増えてい

った。また,模倣の合図を出す際には,どのよう

なリズムが子ども達にとって模倣しやすいか

試しつつ,単純なリズムから複雑なリズムへと

展開させた。さらに,「お好きにどうぞ。」とい

う合図で全員で鳴らす場面では,会話をするよ

うに,子どもの出すリズムを繰り返したり,そ
こから少しだけ表現を変えて応えたりしてい

た。 
                                                        
22 飯田和子/石川武/菊本るり子/メアリー・

クニッシュ＝共著(2014)『はじめてのドラム

サークル-教師と指導者のための実践ガイ

ド』音楽之友社,pp.8-9 

ドラムサークル・ファシリテーションでは,
子どもがその時叩いている自然で自由な表現

を大切にしつつ,全体が望ましい方向へ向かえ

るように輪の中心で合図を選択していく。そ

のために心がけるポイントに,教えずに気づき

を待つという点や,個性を引き出しながら調和

へ導くという点22がある。子ども達が「指導さ

れた」という感覚をもたずに,しかし結果とし

て参加者全員にとって望ましい方向に導いて

いくのである。平成30年度の実践では,学生は

参加者全員の姿を見渡し,「素敵です。」,「いい

ねぇ。」など,笑顔で表現を認める声かけをする

ように心がけていた。声かけや表情は子ども

の表現を認める上でとても重要であり,どんな

表現も認める姿勢が個性を引き出すというこ

とを実感する機会となった。さらに令和元年

度の実践では,学生が拍感を示して「お好きに

どうぞ。」と合図をしても,子ども達は思い思い

に楽器を鳴らし,周りの音を聴かずに大きな音

で拍感なく叩いた場面が何度もあった。その

ような場面では,拍節のない表現(ランブル)と
ストップの合図を繰り返した。拍感のあるリ

ズムと拍感のないリズムを意図的に交互に繰

り返すことで,子ども達は拍感の有無によって

リズムの一体感が異なることに気づき,周りの

音をよく聴くようになっていった。そこでは

正しい拍感を指導するのではなく,拍感に気づ

くように様々な合図を組み合わせながら気づ

きを導いていくことを目指していたのである。 
さて,自由な表現で音を鳴らしたり聴きあっ

たりする活動は,それぞれの子どもが心地よい

と感じるレベルとペースでコミュニケーショ

ンする機会となるという意味で,音を介したコ

ミュニケーションと言い換えることができる。

つまり,簡単な音楽あそびをすることは,音楽

ということばを用いた会話をする経験23にも

23 イレーネ・ストリータ,稲田雅美(訳),石原興

子(訳)(2005)『子どもとつくる音楽-発達支援
の音楽療法入門』クリエイツかもがわ,p.17 
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なりうるのである。そして,子どものレベルに

応じてコミュニケーション能力をのばし, 人
と交流することを練習するのに有効な手段と

なる24といえよう。ある学生は,以下のように

振り返る。 
 

令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
この記述で認められる気づきは,即興的な音

楽アンサンブルを表現する際の音楽の要素の

変化に着目することの大切さである。つまり,
速さや強弱,音色などのシンプルな変化が,子
ども同士や周囲の大人との伝え合いを生み出

すというのだ。さらに,そのような音楽の要素

の変化を受け止めている子どもの様子にも着

目していた。 
 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 

 以上のように,子どもの自由な表現を引き出

すために大切なのは,子どもの音への気づきや

                                                        
24イレーネ・ストリータ,稲田雅美(訳),石原興

子(訳)(2005)『子どもとつくる音楽-発達支援

表現の変化を認めながら活動を展開していく

ことである。表現の変化を認めるには,強弱や

長短といった音楽の要素の理解が不可欠で,そ
ういった音楽の要素は身体の動きと密接に関

係している。例えば楽器を鳴らす子どもの身

体は,強く大きな音を鳴らす時には大きく動き,
静かな音を鳴らす時には縮める動きを伴う。

また,中央に立つ学生の足踏みが速くなると楽

器の音も速く鳴った。これらの合図をわかり

やすく示すことの大切さを学生は感じていた。 
 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
ドラムサークル・ファシリテーションを学

生が体験することは,音楽の諸要素の変化は身

体の動きでも表現できることへの気づきと実

感を生み出した。 
このように,子ども達の自由な表現を引き出

すには,言葉がけや表情がとても重要であり,
音楽的な変化は身体表現で表現することもで

きる。そして,即興的な楽器遊びの活動では,子
ども達の表現一つひとつを認め表現を引き出

すというスタンスで,音色やリズムの個性を全

体の調和へと導いていくことが大切である。

ドラムサークルのファシリテーション体験が

の音楽療法入門』クリエイツかもがわ,p.11 

音を介したコミュニケーションに大

切なことがわかった。 
音色には,強弱・長短だけでなくさま

ざまな種類があり,その変化を感じ取る

ことが大切だと思いました。例えば,声
でリズム遊びをする子どもの声の張り

方や声の高さが変化したときにその表

現を見つけて認めてあげることなどが

あげられます。 

子ども達との活動では,音の速さの変

化や,強弱の変化を打楽器で遊べるよう

に工夫しました。音楽の要素が変化する

ことは,不思議で面白いことなので,子ど

も達は笑っていました。 

身体の動きは,小さい表現だと相手に

は伝わりにくいものです。なので,大き

な表現で相手に伝わるように動くこと

が大切だと思いました。 

ファシリテーションを体験して,初め

は戸惑いや緊張もありましたが,回数を

重ねると緊張もほどけていきました。合

図に合わせて音が動く面白さを体感す

る事が出来ました。 
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これらの実感を得るにあたって大きな効果を

期待できるといえよう。 
 

3) 音楽の遊びを多角的に考える機会としての
イベント企画・運営 
 学生がイベントを企画運営することにより,
音楽の遊びで何が大切かについてそれぞれが

自らの考えを深める機会を得ることができた。

活動の目的を自ら考えることは,活動を終えた

時の振り返りの道標となり,「できた／できな

かった」「楽しかった／つまらなかった」など

といった二項対立的な考察ではなく,活動の意

義について実感できたといえる。 
 

 
平成３０年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
学生の活動が,中心街の活性化に寄与したと

いう実感は,活動実施にあたって協力してくだ

さった八戸市の職員の方々からの学生への声

がけによるものである。 
 

 
 平成３０年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 
さらに,本イベント企画を経験した学生は,

地域で行われるイベントの趣旨や企画運営の

想いに着目するようになる。以下は,令和元年

10 月に,特定非営利活動法人子育て支援ネッ

トゆりかご主催の「ママ・パパフェスタ2019」
における手作り楽器の体験コーナーを運営し

た際の動機である。 
 

 
令和元年度ゼミナール活動報告集『摂理と輝石』より 

 

学生が自ら企画運営するという体験により,
保育施設以外での子育て支援について関心を

広げることができた。子どもの育ちに必要な

音楽の遊びについて多角的に考えるには,子ど

も達の様子や社会の実情を踏まえて検討する

広い視野が不可欠なのである。 
 

4. まとめ 
 学生たちの振り返りからは,子どもが周囲の

大人や他の幼児と表現を認め合いながら音楽

的な遊びを展開することの大切さを実感して

いることが読み取れた。また,イベント企画を

通じて地域での子育て支援に関心を広げなが

ら,その実感を確かなものにしようという意識

も読み取れた。 
 手作り楽器については,学生は当初は見栄え

のする完成品に気持ちが行きがちではあった

ものの,活動を重ねるにつれ,徐々に音をじっ

くり聴くことの意義を捉えていった。そして,
自分の作った音色に愛着をもち,その音色でど

う表現していこうか試行錯誤することが,遊び

の本質を探る手掛かりになった。子どもの創

造性を育むには,試行錯誤の過程が大切である

ことは言うまでもない。特に,素材の選択肢を

増やすなど工夫を凝らすことで子どもの試行

錯誤の機会を保証することにより,子どもの創

手作り楽器を使ったドラムサークル

は一人ひとりの良さを発揮できる場と

なったと感じられた。それは,それぞれ

の手作り楽器が違う音色を奏でていて,

子供たちがその違いを楽しむことがで

きたからだと考えている。また子ども一

人ひとりが自分から表現しようとする

姿も印象的だった。それにより一体感も

生まれ,参加者の表情も明るいように思

えた。子ども達だけでなく,大人の方で

も楽しむ事ができる企画にする事がで

きたと思う。 

子ども達がいきいきと遊ぶ姿がまち

の活気を生み出した。 

今回の活動場所は三戸です。なぜ,三
戸にしたのかというと「地域のみんな

で子育て支援を」といったメッセージ

に興味をもったからです。 
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造性を育んでいくことの可能性を本実践で実

感することができた。 
楽器の表現は,発表会などの披露に向けて完

成させる目的のものもあるが,遊びの一種とし

て完成を目指さない素朴な表現も,幼児期の子

どもの音楽表現として大切な活動である。本

実践を通じ,音を介したコミュニケーションや,
音色を探る試行錯誤の機会が子どもの音楽表

現への想いや個性を引き出す可能性を実感で

きた。 
その一方で,子どもの遊びの中の自由な音楽

表現を引き出すことを目指す見方や考え方や,
遊びの中に見られる音楽表現に発露する子ど

もの個性の捉え方については,まだまだ検討の

余地が多く残されている。それは,幼児期にお

ける育ちに必要な音楽活動について検討する

ための,子どもの発達と照らし合わせながら遊

びの本質を深く掘り下げる視点である。さら

には,遊びとしての音楽表現を創造的に展開し

て子どもの育ちにつなげていくには, 音楽的

に発露される子どもの個性を認めながら遊び

を経験として捉えるための,分析的な視点も必

要になってくるだろう。 
ドラムサークルは,参加者一人ひとりの表現

を引き出すことを目的とし,指導者ではなく案

内人というスタンスで音の遊びを展開してい

く。子どもをあるがままに捉え,子どもの中に

ある音楽を引き出し,それを保育の中の音楽活

動や環境構成に生かそうとする姿勢を培うた

めに重要な示唆を与えている。 
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